
格子ゲージ理論を用いたグラフェンの研究
sc‐graphグループ： 新谷栄悟、大野木哲也sc graph グル プ： 新谷栄悟、大野木哲也

グラフェン系の相構造を解明したい。
格子ゲージ理論を用いた2+1次元フェルミオン+ 3+1次元U(1)ゲージ理論の
第一原理計算を実行し、カイラル凝縮と感受率を調べた第 原理計算を実行し、カイラル凝縮と感受率を調 た

弱結合領域でもフェルミ測度が小さいときはカイラル凝縮が
確かに起こることを示した確かに起こることを示した。


